
1. GXロケットとは IHI 
2)GXロケットの将来展望

近年、大型自然災害の多発や、地球温暖化現象の進行等、地球環境が予想
を超えて悪化していく傾向にある。又、中東・アジアはもとより、民族間の争いや、

宗教問題、或いは大国間の覇権争い等に起因するアフリカや東欧他、世界の

様々な地域でのテロ行為が多発し、東西冷戦終結後最も不安定な状況を呈しつ

つある。

このような状況の下で、我が国の宇宙利用は、従来の通信や放送の分野から

災害や環境の監視機能や防衛目的の偵察機能の強化等に比重が移され、国一

民の安心と安全に資する所謂広義の安全保障目的に沿った中型の地球周回型

低軌道衛星の需要が大幅に増大していくことは自明である。

特に、偵察機能の充実化の面では、周辺にアジアの覇権を求める大国や国際

的に危険国と見倣されている国家が存在し、今なお大量破壊兵器の開発に取り

組んでいる現状や、我が国で使用する石油等の化石燃料の大半を海上輸送し

ているマラッカ海峡の監視力の強化の必要性を考えれば、これまで以上に頻度
の高い観測や、異常時におけるピンポイント監視への対応が求められる状況下

にあり、現在運用されている情報収集衛星システムの更なる強化や防衛省によ

る新しい企画等が求められるものと考えている。
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·GXロケットは、先に述べたような様々な利点に加え、世界的に実績のあるア

トラスVの1段推進系を用いていることにより、ユー ザ向け知名度が高く
一

、又、

打上げ安定性に関する評価では世界の中型ロケットの中では極めて有利な

位置付けを確保出来ることから、米国市場はもとより、米国と政治・経済で関

係が深い国々の打上げサー ビス事業への参入が期待出来る。

GXプログラムに関わるマー ケティング戦略については、ロッキー ドマー チン
社（現ULA社）や市場調査会社の協力を得て第一次プランを作成しているが、

その結果事業化の可能性（単年度黒字化）については、早ければ運用開始5

年後、遅くとも10年後には達成できるものと確信している。

［付記1]ULA社によれば、米国空軍はGXロケットを現王軍 してい ―‘ル IIの' ,、 1 9

候補に位置付けている。
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• 一 方、国策事業としての側面から、我が国の基幹ロケットであるH- II Aに万

ー不具合が発生した場合の補宇梢サしての役割を果たすことが出来ることを

挙げておきたい。

［付記2]ロケットの失敗率は、通常5~10％とされており、又、打上げに失敗した場合、その原因

究明調査や改善の要否検討等に2年近くの日時を要することから、主機とは異なる技術を用いた

補完機が必要となる。米国の場合、主機はアトラスV、補完機はデルタIV。我が国の純国産口

ケット(H- 11-H- IIA)の失敗率は14％となっている(21機中3機失敗）。

・次に、GXロケットの実証試験機等の打上げについて、アトラスVと同じ迷国＿

空軍のバンデンバー グ射場（カリフォルニア州）を借用して行うことになれば、

日米が協力して行う安全保障に関わるアクティビティ（特に防衛分野）の中で

最も重要とされているインター オペラビリティを確保する上で極めて効率的で
あると考えられる。
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3) 我が国のロケット開発技術との関係

我が国のロケット開発は、1969年の「日米宇宙開発協力交換公文」により米

国マクドネルダグラス社（現ボー イング社）のソー デルタの技術を導入したこと

に始まり、NASDA殿及びMHI社他関連企業の努力により、自立性を高めて

参った結果、H-IIロケットの段階で国産で開発する能力を獲得するに至っ

たことは誠に喜ばしいことである。

一方、この様な純国産に向けての官民の努力は、結果として1994年以降15

年間にわたって世界の最新技術に関し、身近に触れる機会を閉ざす状態を

生むことになったことも事実であり、今般GXロケットの開発を通じ、再度世界

最新、最高のロケット開発技術を習得·活用する機会を得、今後の我が国の

宇宙開発に多大の寄与が出来るものと考えている。
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